
市
町
村
合
併�

２１
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り�

4

シ
リ
ー
ズ�

▲様々な立場からの意見が述べられました。

▲会場から、ステージ上から、熱のこもった意見が出されました。

▲佐久情報センターを視察する区長のみなさん。

３
月
１４
日
�
、
第
２
回
合
併
問
題

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
今
こ
そ
考
え
よ
う
、

こ
れ
か
ら
の
望
月
〜
が
開
催
さ
れ
、

望
月
の
こ
れ
か
ら
を
真
剣
に
考
え
る

２
５
０
人
を
超
え
る
町
民
の
み
な
さ

ん
が
集
い
ま
し
た
。

第
１
回
に
引
き
続
き
、
信
州
大
学

の
下
田
平
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
迎
え
、
町
長
及
び
各
種
団
体
の

佐
久
市
・
臼
田
町
・
浅
科
村
施
設
見
学
会
が
２
月
に
３

回
開
催
さ
れ
、
町
議
会
、
保
健
補
導
員
会
、
区
長
会
等
の

み
な
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

お
互
い
の
ま
ち
を
知
り
、
交
流
を
深
め
る
機
会
と
し
て
、

今
後
も
見
学
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

・
２
月
１７
日
�

町
議
会
議
員
・
振
興
計
画
審
議
会
委
員

・
２
月
２４
日
�

町
保
健
補
導
員
会
・
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

・
２
月
２８
日
�

町
区
長
会

代
表
な
ど
６
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
ま

ち
づ
く
り
に
関
し
て
意
見
を
交
換
し

ま
し
た
。
会
場
の
み
な
さ
ん
か
ら
も

多
く
の
真
剣
な
意
見
が
出
さ
れ
、
議

論
が
深
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
こ
う
し
た
話
し
合
い

の
場
を
持
ち
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
意
見
を
頂
く
機
会
を
作
っ
て
参
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

合併協議の進む近隣市町村の特色を知り、交流と相互理解を

深める機会として、施設見学会を開催します。ご近所・お友達

を誘い合って、ぜひご参加ください。

開 催 日　４月２３日（金）
時　　間　集合　午前８時頃（役場前）

終了　午後５時頃
参 加 費　無料
募集受付　４月１２日（月）から
定　　員　２５名程度
※定員になり次第締め切らせていただきますので、お早目にお

申し込み下さい。

※当日の昼食は、持参または各自注文（実費）となります。

見学予定施設

佐久市　佐久情報センター　子ども未来館

うな沢第２最終処分場　など

臼田町　あいとぴあ臼田　コスモホール　など

浅科村　交流文化館浅科　など

お申し込み・お問い合わせ先

合併対策室　（有）２０８１

春の佐久
路へ�

　でかけ
てみませ

んか？�



が
多
い
た
め
に
減
り
続
け
て
い
ま
す
。

社
会
動
態
で
は
、
平
成
１４
年
を
除
き
、
転

出
が
転
入
を
上
回
っ
て
い
る
た
め
、
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
総
人
口
は
減
り
続
け
、
５
年

間
で
４
百
人
以
上
も
減
っ
て
い
ま
す
。

年
齢
別
の
人
口
の
推
移
を
見
て
み
る
と
、

年
少
人
口
（
０
〜
１４
歳
）
は
減
り
続
け
て

お
り
、
４０
年
前
の
３
分
の
１
と
な
っ
て
い
ま

す
。老

年
人
口
（
６５
歳
以
上
）
は
増
え
続
け
て

お
り
、
４０
年
前
の
３
倍
と
な
っ
て
お
り
、
少

子
高
齢
化
が
著
し
く
進
行
し
て
い
ま
す
。

生
産
年
齢
人
口
（
１５
〜
６４
歳
）
は
減
り
続

け
て
お
り
、
４０
年
前
の
３
分
の
２
と
な
っ
て

い
ま
す
。

人
口
減
少
、
特
に
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

は
、
社
会
活
力
を
著
し
く
低
下
さ
せ
ま
す
。

最
近
の
望
月
町
の
人
口
の
動
き
を
見
て
み

る
と
、

自
然
動
態
で
は
、
出
生
数
よ
り
も
死
亡
数

�

�

�

�

人 口 動 態�
区　　分�

出　生� 80�
122�
△42�
323�
352�
△29�
△11�
△72

82�
132�
△50�
363�
383�
△20�
1�

△69

79�
122�
△43�
330�
402�
△72�
0�

△115

78�
125�
△47�
313�
367�
△54�
10�

△91

60�
135�
△75�
321�
314�
7�

△2�
△70

死　亡�

転　入�

転　出�

自 然 動 態�

社 会 動 態�

その他増減�

総 増 減 数�

平成10年�平成11年�平成12年�平成13年�平成14年�

（単位：人）

資料：「住民基本台帳年報」�

0 5,000 10,000 15,000

年齢区分別人口�

昭和35�
（1960）�

4,721�
（31.5）�

9,147�
（61.1）�

1,101�
（7.4）�
1,101�
（7.4）�14,969人�

12,382人�

11,725人�

11,108人�

10,675人�

1,458�
（11.811.8）�
1,458�
（11.8）�

1,988�
（17.0）�
1,988�
（17.0）�

2,508�
（22.622.6）�
2,508�
（22.6）�

3,024�3,024�
（28.3）�
3,024�
（28.3）�

7,999�
（64.6）�

7,369�
（62.8）�

6,726�
（60.5）�

6,090�
（57.1）�

2,925�
（23.6）�

2,368�
（20.2）�

1,874�
（16.9）�

1,561�
（14.6）�

0～14歳� 15～64歳� 65歳以上�

昭和45�
（1970）�

昭和55�
（1980）�

平成2�
（1990）�

平成12�
（2000）�

資料：「国勢調査」�

◇40年前は� ◇今は�

みんなで力を合わせて支えていく必要があります。�

40年前は1人の高齢者を8人の労働力で支えていましたが、今は2人で支えています。�
この傾向は今後も続き、社会保障の負担のあり方が大きな問題になっています。�



合
併
協
議
会
事
務
局
の
推
計
に
よ
る
と
、

４
市
町
村
が
合
併
し
て
誕
生
す
る
新
市
の
人

口
は
、
日
本
の
人
口
が
平
成
１８
年
以
降
減
少

に
向
か
う
中
で
、
合
併
後
２０
年
間
は
増
加
傾

向
に
あ
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
図
ら

れ
、
幹
線
道
路
網
や
情
報
通
信
網
等
の
都
市

基
盤
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
人
や
モ

ノ
、
サ
ー
ビ
ス
の
動
き
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

活
発
に
な
り
、
高
速
交
通
網
や
情
報
化
の
持

つ
効
果
が
新
市
全
域
に
及
ぶ
こ
と
、
ま
た
、

各
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
産
業
の
振
興
や

新
市
の
経
済
圏
の
広
が
り
な
ど
に
よ
り
、
就

業
の
場
が
増
え
る
こ
と
も
期
待
で
き
、
４
市

町
村
の
人
口
を
そ
れ
ぞ
れ
に
推
計
す
る
場
合

に
比
べ
て
人
口
が
増
加
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

新
市
の
人
口
は
１０
万
人
に
な
り
ま
す
。
県

内
で
は
上
田
市
、
飯
田
市
と
同
じ
規
模
に
す

ぎ
ず
大
型
合
併
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
１０
万
人

都
市
は
、
市
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

く
上
で
一
定
の
効
率
性
を
確
保
で
き
る
規
模

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

行
政
の
ム
ダ
を
無
く
し
、
質
の
高
い
最
適

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
行
政
の
仕

組
み
も
変
え
て
い
き
ま
す
。

市
町
村
の
将
来
推
計
人
口
は
、
地
域
に
よ

り
大
き
な
違
い
が
生
じ
ま
す
が
、
全
国
的
に

は
少
子
・
高
齢
化
社
会
か
ら
人
口
減
少
社
会

へ
と
移
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推

計
に
よ
る
と
、
日
本
の
総
人
口
は
平
成
１８
年

（
二
○
○
六
年
）
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
以
降

は
長
期
の
減
少
過
程
に
入
る
と
予
測
し
て
い

ま
す
。

４
市
町
村
の
３０
年
後
の
人
口
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

佐
久
市
は
、
平
成
４２
年
（
二
○
三
○
年
）

の
時
点
で
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
県
内

で
平
成
４２
年
も
増
加
傾
向
に
あ
る
の
は
、
１８

市
の
中
で
は
佐
久
市
の
み
、
町
村
を
合
わ
せ

て
も
１
市
３
村
だ
け
で
す
。

浅
科
村
は
わ
ず
か
に
減
少
で
す
が
、
ほ
ぼ

現
状
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

佐
久
市
と
浅
科
村
は
、
全
国
的
に
著
し
い

人
口
減
少
が
推
計
さ
れ
て
い
る
中
で
希
少
な

地
域
と
言
え
ま
す
。
こ
れ
は
、
上
信
越
自
動

車
道
や
北
陸
新
幹
線
な
ど
の
高
速
交
通
網
の

整
備
に
よ
る
効
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

臼
田
町
と
望
月
町
は
大
幅
に
減
少
す
る
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

区　分�
総　　　人　　　口　（人）�

佐久市�

臼田町�

浅科村�

望月町�

新　市�

平成12年�
（2000）�

平成17年�
（2005）�

平成22年�
（2010）�

平成27年�
（2015）�

平成32年�
（2020）�

平成37年�
（2025）�

平成42年�
（2030）�

平成12年との比較（％）�

平成27年�平成42年�

66,875�
15,962�

6,504�

10,675

100,016

計� 100,016

69,487�
15,656�

6,527�

10,393

102,210

102,063

71,611�
15,193�

6,507�

10,103

104,224

103,414

73,232�
14,680�

6,461�

9,818

105,877

104,191

74,242�
14,030�

6,397�

9,499

106,788

104,168

74,914�
13,326�

6,336�

9,187

107,359

103,763

75,387�
12,613�

6,282�

8,890

9.5�
△8.0�

△0.7�

△8.0

107,336

103,172

5.9

4.2

12.7�
△21.0�

△3.4�

△16.7

7.3

3.2

新市の将来推計人口�

※国立社会保障・人口問題研究所が一定
　の条件のもとで、それぞれの市町村ごと
　に推計し、単純に合計したものです。�

※合併協議会事務局が、４市町村間の移
　動や合併の効果等を考慮して一体的に
　とらえて、新市の人口を推計しました。�



市
町
村
の
貯
金
（
基
金
）
の
種
類
は
、
大

き
く
分
け
て
次
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

�
不
測
の
財
源
不
足
に
対
処
す
る
た
め
の

貯
金
（
財
政
調
整
基
金
）

�
借
入
金
の
返
済
に
備
え
る
た
め
の
貯
金

（
減
債
基
金
）

�
学
校
建
設
や
福
祉
推
進
な
ど
特
定
の
事

業
を
実
施
す
る
た
め
の
貯
金
（
特
定
目
的

基
金
）

市
町
村
で
は
、
こ
れ
ら
の
貯
金
（
基
金
）

を
毎
年
度
積
み
立
て
、
あ
る
い
は
取
り
崩
し

て
計
画
的
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
将
来
に
わ
た
っ
て
使
用
す

る
施
設
（
学
校
・
保
育
園
な
ど
）
や
道
路
・

橋
等
を
整
備
す
る
た
め
に
計
画
的
に
資
金

（
地
方
債
）
を
借
り
入
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
資
金
（
地
方
債
）
の
返
済
額
（
元
利

償
還
金
）
の
一
部
は
、
国
か
ら
地
方
交
付
税

で
補
わ
れ
る
た
め
市
町
村
が
実
際
に
返
済
す

る
金
額
は
少
な
く
な
り
ま
す
。（
実
質
地
方

債
残
高
）

市
町
村
の
財
政
と
一
般
家
庭
の
家
計
と
は
、

性
格
や
構
造
が
違
う
た
め
単
純
に
は
比
較
で

き
ま
せ
ん
が
、
仮
に
４
市
町
村
の
財
政
を
家

計
に
た
と
え
る
な
ら
、
基
金
は
貯
金
で
あ
り
、

地
方
債
は
負
債
・
借
入
金
で
す
。
貯
金
か
ら

負
債
・
借
入
金
を
引
い
た
も
の
が
、
純
貯
金

額
と
な
り
ま
す
。

４
市
町
村
の
貯
金
（
基
金
）
の
額
を
そ
れ

ぞ
れ
の
人
口
で
割
っ
た
も
の
が
住
民
一
人
当

た
り
の
貯
金
額
で
す
。
佐
久
市
は
約
１７
万
円

で
す
が
、
３
町
村
は
１０
万
円
前
後
で
、
望
月

町
が
最
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

住
民
一
人
当
た
り
の
実
質
負
債
額
を
見
る

と
、
佐
久
市
が
１４
万
４
千
円
で
最
も
低
く
、

望
月
町
が
３３
万
３
千
円
で
最
も
高
い
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
貯
金
か
ら
借
入
金
を
引
い
た

住
民
一
人
当
た
り
純
貯
金
額
は
、
佐
久
市
だ

け
が
３
万
円
で
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

３
町
村
は
い
ず
れ
も
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、

特
に
望
月
町
は
２３
万
９
千
円
と
赤
字
額
が
最

も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◇貯金（基金）の状況（平成１４年度決算）�

※ 基金には定額運用基金は含みません。�
※ 人口は住民基本台帳（Ｈ１５.４.１現在）に基づきます。�

基 金�

住民一人当たり�
貯 金 額（ B ）�

財政調整基金�

減  債  基  金�

特 定目的 基 金�

　  合  計（ A）�

１７.６億円�

２６.７億円�

７２.４億円�

１１６.７億円�

１７万４千円�

７.０億円�

２.９億円�

５.５億円�

１５.４億円�

９万９千円�

１.２億円�

１.８億円�

４.７億円�

７.７億円�

１１万６千円�

３.７億円�

３.８億円�

２.５億円�

１０.０億円�

９万４千円�

市町村� 佐 久 市� 臼 田 町� 浅 科 村� 望 月 町�

◇負債・借入金（地方債）の状況（平成１４年度末）�

※ 実質地方債残高：地方債の元利償還金の一部は、地方交付税により補てんされます。�
　 したがって、実質的に市町村の負担は少なくなります。�

項  目�

住民一人当たり�
実質負債額（D）�

地 方 債 残 高 �

住民一人当たり�
負　　債　　額�
実質地方債残高�
　　　　　（C）�

２３０.６億円�

３４万４千円�

９６.７億円�

１４万４千円�

７９.２億円�

５１万１千円�

３４.２億円�

２２万１千円�

５４.４億円�

８２万円�

２０.８億円�

３１万４千円�

８２.２億円�

７７万４千円�

３５.４億円�

３３万３千円�

市町村� 佐 久 市� 臼 田 町� 浅 科 村� 望 月 町�

◇純貯金額の状況（貯金 － 借入金）�

合併対策室が試算した数値（普通会計ベース）です。�

　赤字になっていても、それに見合った社会資本の整備がされていれば、�

必ずしも不健全な財政運営であるとはいえません。�

項  目�

純   貯   金   額�
　　　　（A－C）�

住民一人当たり�
純  貯   金   額�
　　　　（B－D）�

２０億円�

３万円�

△１８.８億円�

△１２万２千円�

△１３.１億円�

△１９万８千円�

△２５.４億円�

△２３万９千円�

市町村� 佐 久 市� 臼 田 町� 浅 科 村� 望 月 町�



今
か
ら
４３
年
前
、
浅
間
町
・
野
沢
町
・
中

込
町
・
東
村
が
一
緒
に
な
っ
て
佐
久
市
が
誕

生
し
た
時
に
「
財
政
再
建
団
体
」
へ
の
転
落

と
い
う
苦
い
経
験
を
克
服
し
て
、
現
在
の
佐

久
市
は
発
展
し
て
い
ま
す
。

そ
の
経
験
を
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う

佐
久
市
・
臼
田
町
・
浅
科
村
の
３
市
町
村
は

合
併
協
議
に
先
立
ち
「
健
全
財
政
の
堅
持
」

と
い
う
合
意
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
然
、
そ

の
合
意
は
現
在
の
法
定
合
併
協
議
会
に
も
引

き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
３
市
町
村
で
は
、
合
併
を
見

据
え
て
、
経
費
の
削
減
や
起
債
（
借
金
）
の

繰
上
償
還
の
実
施
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
努
力
を

し
て
い
ま
す
。
望
月
町
で
も
平
成
１６
年
度
の

予
算
編
成
に
お
い
て
、
同
様
の
取
組
み
を
行

い
財
政
の
健
全
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

合
併
を
検
討
す
る
場
合
、
各
市
町
村
の
財

政
状
況
は
、
一
つ
の
重
要
な
問
題
で
す
。
市

町
村
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る

中
で
、
今
後
は
規
模
が
小
さ
い
市
町
村
ほ
ど

財
政
状
況
が
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

望
月
町
の
予
算
の
約
４４
％
を
国
か
ら
の
地

方
交
付
税
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
、
人
口
が
少
な
く
、
収
入
が
不
足
し
て
い

る
小
さ
な
町
村
に
は
多
く
配
分
さ
れ
る
手
厚

い
制
度
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
国
の
財
政

状
況
が
厳
し
い
こ
と
と
三
位
一
体
（
さ
ん
み

い
っ
た
い
）
の
改
革
【
注
】
に
よ
り
、
交
付

税
の
額
は
大
き
く
減
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
状
態
が
こ
の
ま
ま
続
け
ば
、
か
な
り
厳

し
い
状
況
に
な
る
こ
と
は
必
至
で
す
。

こ
の
た
め
、
合
併
せ
ず
に
町
税
な
ど
の
自

主
財
源
を
基
本
と
し
て
器
に
合
っ
た
規
模
で

行
政
運
営
を
行
う
た
め
に
、
徹
底
的
な
経
費

の
節
減
と
住
民
負
担
の
増
加
に
よ
る
収
入
増

に
取
り
組
め
ば
、
当
面
の
財
政
赤
字
は
解
消

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
将
来
を
み
つ
め
望
月
を
発
展
さ
せ

る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
余
裕
は
あ
り

ま
せ
ん
。

一
方
、
合
併
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
何
も

し
な
け
れ
ば
財
政
状
況
が
よ
く
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
合
併
す
る
こ
と
に
よ
り
、

た
と
え
ば
特
別
職
（
町
長
や
助
役
な
ど
）
や

議
員
、
審
議
会
等
の
委
員
が
減
り
、
ま
た
、

行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
サ
ー
ビ
ス
の
水

準
を
確
保
し
な
が
ら
組
織
の
ス
リ
ム
化
を
図

る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
職
員
の
総
数
を
減
ら

し
、
経
費
の
節
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
新
市
全
体
で
は
最
終
的
に
年

間
２０
億
円
程
度
の
経
費
が
削
減
さ
れ
る
と
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

合
併
に
よ
っ
て
浮
い
て
く
る
財
源
（
お
金
）

と
合
併
に
関
す
る
国
・
県
の
財
政
支
援
と
を

有
効
に
活
用
し
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
負
担

を
抑
え
な
が
ら
財
政
基
盤
を
強
化
し
、
福
祉

や
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
重
点
的
に

予
算
を
振
り
向
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

少
子
高
齢
社
会
、
そ
し
て
人
口
減
少
社
会

や
厳
し
い
地
方
財
政
、
真
の
地
方
分
権
の
時

代
へ
の
対
応
な
ど
、
市
町
村
合
併
を
検
討
す

る
背
景
に
は
多
く
の
要
因
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
を
総
体
的
に
と
ら
え
、
大
き
な
観
点
で
、

将
来
を
見
据
え
た
判
断
を
行
う
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
い
う
共
通
認
識
の
も
と
、
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
、
佐
久
市
・

臼
田
町
・
浅
科
村
と
合
併
協
議
を
進
め
て
い

ま
す
。

【
注
】
三
位
一
体
の
改
革
と
は
……

�
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
・
削
減

�
税
源
移
譲
（
国
の
税
金
を
地
方
の
税
金
に
す
る
こ
と
）

�
地
方
交
付
税
制
度
の
見
直
し

合併は、社会情勢の変化に対応していくための一つの手段です。�
自分の子どもたちが社会を支える年齢になる２０年後・３０年後を展望し、�
広い視点でこれからのまちづくりを考えていく必要があります。�

合併に関するご意見・お問い合わせ先　合併対策室　�２０８１


